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秘めたスキル、社会で輝かせませんか？ 
あなたの一歩が、誰かの明日を

きっと豊かにします。

私の　　　 がスキル



支えられて、支える

アオイツキこども食堂は、本
業のうどん屋の定休日を利用し
て開催しています。
お客さんから「以前子ども食

堂をしていたけれど、コロナ禍で
活動できなくなった」と聞いたこ
とがきっかけで、子ども食堂をは
じめました。
もともと子ども食堂に関心は

あったので、そのお客さんの話
を店長にしたところ、「自分たち
でもやってみよう！」と決まりまし
た。
営業に支障が出ないよう、店

のメニューとは異なる料理を提
供しています。
食材費の高騰などの課題に直

面しながらも、地域の協力が大
きな支えとなっています。店内外
に掲示した子ども食堂のポスタ

ーを見て「子ども食堂の足しにし
て」とおつりを寄付してくれた
り、「たくさんあるから、よかった
ら使ってね」と食材を持参してく
れるお客さんもいます。
うどんを食べに来てくれた民

生委員や児童館で働いている人
が、ポスターを見て広報の協力
を申し出てくれるなど、つながり
から活動の広がりが感じられと
てもうれしいです。
地元の小学生の社会見学や

中学生の就労体験の受入を通じ
て、店を知っている子どもも多い
ので、子どもにとって安心して参
加しやすい場かもしれません。

つながるきっかけの場

困っている子どもに食事を届
けたいという思いで活動をはじ
めましたが、家庭内の事情は外

からは見えず、支援の形も一様
ではないと実感しています。
子ども食堂への参加を通し

て、子どもが新しい食材に触れ
る食育の機会になったり、保護
者がリフレッシュできたり、地域
とのつながりを感じられる場を
目指しています。
子ども食堂の運営は、多くの

人の支えによって成り立ってい
ます。誰かに相談して協力を得
ることで、課題をみんなで解決し
ていく重要性を感じています。困
ったときは一人で抱え込まずに
相談できる場のひとつとして、長
く続けていくことが大切だと考
えています。

私の　　　が

仕事や趣味などを続けるうちに、実はすごいスキルを身につけているかも！
誰かのためにスキルを活かして、自分の成長と社会貢献に
つながる取組を紹介します。

食を通じて、
つながりを作る

スキルは？
おうどん屋さん！ アオイツキこども食堂

スキル

● 団体名 アオイツキこども食堂
● 活動日時 第３火曜日　17:00～20：00
● 活動場所 うどんあおい（左京区下鴨高木町31-1）
● インスタグラム https://www.instagram.com/aoitsukisyokudo/
● 申込 申込要

インスタグラム
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安心して話せる
場を整える

参拝者から「遺族会で、失った
悲しみをわかちあえることに支
えられている。本願寺でもそん
な場を作ってほしい」という声が
あり、これが活動をはじめる大き
なきっかけになりました。
遺族会カルナは、大切な人を

失った人ならだれでも参加でき
るわかちあいの場です。参加者
が安心して話せるように、私た
ち僧侶がファシリテーターとし
て、寄り添いながら場を整える
役割を担っています。

思いをことばに

　親やパートナー、子どもなどを
失った人が、その人との思い出

や亡くなった時の状況、生活の
悩みなどさまざまな思いを抱え、
自分が抱えている悲しみを聞い
てほしい、同じ思いの人の話を
聞きたいと参加をされています。
　普段の生活の中では周囲の
人に悲しみを話しづらいと言う
人もいます。涙ながらに話す人
も多く、失った悲しみは一様に深
いと感じます。
　「思い出が詰まっていて、服な
どを整理できない」と話す人に
「私もです」「少しずつ、手を付け
られるようになりました」と参加
者が思いを共有する場面も多く
あります。
　自分だけでは抱えきれない喪
失感の中で、どう生きていけば
よいかを模索しながら暮らす人
にとって、同じ悲しみを共有でき
る場があることが大切だと、活

動をはじめてからより強く感じ
るようになりました。
　遺族会に参加しても悲しみが
なくなるわけではありません。し
かし、「話す場があるのがとても
ありがたい」と参加者から聞く
と、悲しみが少しでもやわらぐ場
を提供できていることに、「やっ
ていてよかった」と思えます。
　悲しみの中にある人が、それ
ぞれ何かに気づき、語り合える
時間を持てることに大きな意義
があると考えて活動しています。

スキルは？
お坊さん！ しみをやわらげる

わかちあいを通して、
遺族会カルナ

● 団体名 遺族会カルナ
● 活動日時 偶数月の最終日曜日　17:00～18:30
 8月31日、10月26日、12月28日
● 活動場所 本願寺 聞法会館（下京区花屋町堀川西入る柿本町600-1）
● インスタグラム https://www.instagram.com/izokukai_karuna/
● 申込 申込要　※本名を明かさずに参加できます。

　自分のスキルを「誰かのために、なにかしたい！」という思いに活かすためには、社会の
ニーズを把握し、柔軟な発想で工夫することが必要です。また、自分の「やりたい」思い
だけでなく、“誰か”の気持ちに寄り添い、考えることが何より大切です。

おわりに

インスタグラム 申込先
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セルフヘルプ（自助）グループ

東山区

不登校・ひきこもりの子どもを持つ
親の会定例会

語り合うことで元気に

　お互いに語ったり、聴いたりするなかで気持ちをほぐして
もらうことを目的としています。
　家族が少しでも元気になることで、子どもの気持ちに寄り
添えたり、優しい気持ちで接してもらえるのではと考えてい
ます。
　少人数ですので、気楽にご参加ください。

� 毎月第2土曜日　18：00～21：00
　 毎月第4土曜日　13：00～17：00  
� 上坂宅（東山区正面通本町西入301）
� 市バス206・208「七条京阪前」、京阪電車「七条」徒歩

5分
� 不登校・ひきこもりの子どもの保護者、家族、当事者、

関心のある人
 � 200円（不登校・ひきこもり当事者は無料）
� 電話かメールで申込 
東山区「不登校・ひきこもりを考える親の会」
“シオンの家”（担当：上坂）

� 070-5506-8293
� hideuesaka@aol.com
� https://www.kyoto-hikikomori-net.jp/shien/detail.php?sid=14

ホームページ メール

京都府内

ミーティングにご参加ください

飲酒に問題のある人やお酒をやめたい人

　アルコホーリクス・アノニマス（AA）は飲酒に問題のある
人やお酒をやめたい人の自助グループです。お互いの経験
を話し、聞くことで、お酒を飲まない生き方を実践する力に
しています。

� 京都府下に12のグループがあり、月曜日から日曜日ま
でいずれかで開催。詳しくはホームページをご確認く
ださい。

� 各所で開催。ホームページ参照
� 飲酒を止めたいと願っている人であればどなたでも 
 � 不要
� 不要。直接お越しください。本名・連絡先等を聞くこと

はありません。
AA関西セントラルオフィス（KCO）
� 06-6536-0828
� https://www.aa-kco.org/

ホームページ

下京区

食べ物へのとらわれに悩む人の
セルフヘルプグループ

当事者や家族、支援者の集まり

　過食・過食嘔吐・拒食・下剤乱用等に悩む人が集まり、仲
間と経験や希望をわかち合っています。
　「自分の食べ方には何らかの問題がある」「食べ物を使っ
て自分を傷つけるのをやめたい」 と思う気持ちがあれば、
誰でもメンバーになることができます。

� 毎週金曜日　18：30～19：30
　 ※最新情報はホームページをご確認ください。
� 京都マック
　 （下京区大宮通丹波口下ル大宮3丁目18 MACビル 1階）
� JR・近鉄・地下鉄「京都」徒歩20分、市バス・京阪京都交

通・西日本JRバス「七条大宮・京都水族館前」徒歩3分
� 食べ物へのとらわれ（過食・過食嘔吐・拒食・下剤乱用

等）の問題を抱える当事者・家族、支援者 
 � 無料　※献金袋を回しますが、金額は問いません。
� 申込不要。会場に直接お越しください。
OA七条大宮グループ
� https://oajapan.org

ホームページ

中京区

ギャンブルに問題を持つ人の
家族や友人の集い

家族や身近な人の集まり

　家族や身近な人のギャンブルの問題で、不安や孤独を抱
えているならいっしょに解決策を見つけていきませんか。
　匿名で参加できます。

� 毎週木曜日　19：00～20：00
� カトリック河原町教会（中京区下丸屋町423）
� 地下鉄「京都市役所前」徒歩4分、京阪電車「三条」徒歩

6分、阪急電鉄「京都河原町」徒歩12分
� ギャンブルに問題を持つ人の家族や身近な人 
 � 参加費無料
　 保育料　子ども一人につき500円
� はじめて参加する場合はメールで申込。
　 保育が必要な場合は、７日前までに
　 メールで申込。
ＧＡＦＡ京都河原町ステップグループ
� gafa.kawaramachi@gmail.com
� https://gafa-official.org/meeting/meeting-4752/

メール

ホームページ
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ボランティア募集

下京区

広報企画ボランティア募集

認知症を啓発するプロジェクト

　若年性認知症当事者とともに、認知症を啓発するプロジ
ェクトです。広報やイベント企画に興味があったり、ガクチカ
に悩んでいたり、参加の動機はなんでもOK！
　参加者が意見を出し合って、新しい視点で企画し、いっし
ょにプロジェクトで活動する30歳までのあなたの参加をお
待ちしています。

� 6～2月　第１土曜日※1月のみ第２土曜日
　 13：30～16：30
　 活動途中からの参加や参加できない日があってもOK。
� ひと・まち交流館 京都　会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� 30歳までの人
� 申込フォームか電話で申込
認知症啓発プロジェクト
（担当：京都市福祉ボランティアセンター）

� 075-354-8735
FAX：075-354-8738
� v.hitomachi-kyoto.jp

インスタグラム

申込先

西京区

レクリエーション補助ボランティア募集

レクリエーションを楽しく

　得意なことやおしゃべりなど、高齢の利用者とともに午後
のひとときを楽しく過ごしませんか？
【レクリエーションの内容】
音楽、運動、書道、絵画、手芸、制作、囲碁、俳句、麻雀など

� 月曜～土曜日　13：30～15：00
� 西京区上桂前田町29-2
� 市バス73「上桂前田町」下車徒歩5分、阪急電鉄「桂」徒

歩13分
 � 無料
� まずは電話で問合せください。
西京老人デイサービスセンター
（担当：湯川・鈴木）

� 075-392-5611
� https://www.syakyo-kyoto.net/wp-content/
　  uploads/2023/06/day-care13.pdf

ホームページ

ボランティア提供

市内全域

無料でホームページを制作します

団体の活動を広報しませんか

　ボランティア活動に取り組む非営利の団体・個人に対し
て無料でホームページを制作し提供しています。依頼者の
希望を聞きながらホームページを作ります。相談・打ち合わ
せ等はメールで行います。

� 非営利のボランティア団体等
 � 無料
� メールかホームページの
　 問合せフォームで申込
京都ホームページ工房（担当：北口）
� kitakoujihajime1492@gmail.com
� https://khpst.com/

メール

ホームページ

物品募集

中京区

生理用品の寄贈募集

生理用品で困っている人への支援

　生理に悩む全ての人々のために必要とされる生理用品を
集めています。集めた生理用品は、京都市内にて配布会を
実施し、個人に配布する予定です。
【受付物品】
ご寄付頂けるもの
①未開封の試供品　②未開封の生理用品　③外袋開封後
1年未満で中身が半数以上ある生理用品（外袋に入れたま
まで）
受け付けられないもの
①外袋から取り出した状態のバラの生理用品　②ほこりや
よごれが付着したもの　③使用済みや一度開いたもの

� 11：00～21：00（施設営業日に準ずる） 
� 河原町OPA　2階　トイレ前
　 （中京区河原町通四条上ル米屋町385番地）
� 阪急電鉄｢京都河原町｣徒歩1分、京阪電車｢祇園四条｣

徒歩5分、市バス｢四条河原町｣下車すぐ
NPO法人
お客様がいらっしゃいました.
� info@periodiscoming.org

インスタグラム X（旧ツイッター）
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　　Instagram
@kyotocityvinfo

　　Facebook
京都市福祉ボランティアセンター

　　X（旧Twitter）
@kyoto_vora

フォロー

してね！

SNSで情報発信しています！

西京区

学生ボランティア募集

遊びを通じて子どもに寄り添う

　学校に行けない・行かない子どもと家族が一歩踏み出せ
るエネルギーを充電できる居場所づくりをしています。
　子どもと遊んで、いっしょに楽しんでください。

� 第１水曜日を含む月4回程度
　 10：00～15：00
� 西京区桂
 � 交通費応相談
� まずはメールで問合せください。
オープンスペース【祐の風】（担当：藤原）
� https://lit.link/yuunokaze

問合せ先

　離れて暮らす親と子どもが、定期的に会うことを「面会交
流」といいます。他方の親に、直接顔を合わせたくないとい
う両親に代わり、子どもの受渡しをしたり、面会交流の付添
い支援を行っています。

� 不定期（主に土日祝）
� 京都市内・他
 � 支援内容によって謝金あり。
� 問合せフォームから申込。
　 事前に面談等があります。
NPO法人面会交流支援センター・モモ
（担当：ターマン法律事務所）

� 075-593-5111
� https://npo-momo.org

ホームページ

申込先

京都市内・他

面会交流支援ボランティア募集

親子のキズナを支える下京区

日・タイ・カルチャーフェア in 京都 2025
でのボランティア募集

タイ文化イベントのお手伝い

　当協会では、日本とタイの市民レベルでの交流を促進す
べく、40年来の活動を行っています。
　飲食・パフォーマンス・体験等を通じて、タイの文化に触
れられるイベントを開催します。子どもから大人まで楽しく
過ごせるよう、ご協力ください。

� 10月18日（土）  8：30～17：00または8：30～20：00
　 10月19日（日）  8：30～17：00 
� 梅小路公園（下京区観喜寺町）
� JR「梅小路京都西」下車すぐ、各線「京都」徒歩15分
� どなたでも
 � 無料
 � 40名（先着順）
� 申込フォームから申込
NPO法人日本タイ教育交流協会
（担当：小祝）

� 080-6475-9553
� koiwai0430@gmail.com
� https://jtees.jimdofree.com 

ホームページ

申込先

京都市内

障がいのある子どもの
活動サポートボランティア募集

「学童クラブ」で子どもたちと

　京都市の児童館・学童保育所では、ひとり親家庭、共働き
家庭、その他の事情で昼間留守になる家庭の小学生を、放
課後お預かりする「学童クラブ事業」を行っています。
　「学童クラブ」では、障がいのある子どもたちも障がいの
ない子どもたちも、絵本を読んだり、ゲームをしたり、屋外で
遊んだりと、ともに楽しい時間をすごしています。障がいの
ある子どもの活動のサポートをしてみませんか。

� （平日）放課後～18：30　
　 （土曜日・長期休業中）8：00～18：30
　 ※相談に応じます
� 京都市内の児童館・学童保育所・放課後ほっと広場
　 ※ご希望をお聞きし、調整します。
� 18歳（高校生不可）から70歳未満の健康な方
  �  謝金　1時間700円
� 電話で事前連絡の上、登録説明会（原則毎週金曜日

11：00～約１時間）にご参加ください。
� ボランティア保険加入（費用は連盟負担）  
公益社団法人京都市児童館学童連盟
（担当：山田）
南区東九条東山王町27番地　元山王小学校北校舎2階
� 075-682-6260
FAX：075-682-6263
� tougou@kyo-yancha.ne.jp
� http://www.kyo-yancha.ne.jp/volunteer/kosodate/kaijosha.html

ホームページ
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下京区

ボランティア入門講座

Let's ボランティア！

　知識を深めてからボランティア活動をはじめよう！ 前半は
ボランティアの基礎知識を学び、後半は現役ボランティアか
ら生の声を聞きます。 YouTubeでの後日配信でも講座を
受講できます。
【ゲスト】
● 京都市左京区地域介護予防推進センター
　（介護予防に関する活動）
　YouTube配信　6月20日（金）～7月31日（木）
● 児童養護施設　平安養育院
　（施設に暮らす子どもの遊ぶ・学ぶをサポートする活動）
　会場開催　8月1日（金）　14：00～15：00
　YouTube配信　8月5日（火）～9月30日（火）

� ひと・まち交流館 京都　3階　第 5会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� ボランティア活動をはじめたい人、興味・関心のある人 
 � 無料
� 申込フォームか電話で申込（要 ①氏名 ②所属 
　 ③電話番号 ④メールアドレス
　 ⑤ボランティア活動経験の有無）
京都市福祉ボランティアセンター
� 075-354-8735 FAX：075-354-8738
� v.info@hitomachi-kyoto.jp

申込先

イベント・講座

【テーマ】こうのとりのゆりかごから始まる第２の人生
【講　師】宮津 航一 氏 （ふるさと元気子ども食堂代表・
　　　　 一般社団法人子ども大学くまもと理事長）
　2007年に慈恵病院（熊本市）の「こうのとりのゆりかご」
に預けられた宮津氏のお話を通じて、赤ちゃんを温かく迎え
るまちづくりを考えます。

� 【会場】7月13日（日）13：30～15：30
　 【配信】7月15日（火）12：00～7月27日（日）22：00 
� 京都市呉竹文化センター  ホール
　 （伏見区京町南七丁目35番地の1）
� 京阪電車「丹波橋」・近鉄「近鉄丹波橋」すぐ
 � 【会場参加費】大人前売券1,200円（当日券1,500円）、

学生（中学生以上）800円、小学生以下無料
　 【配信参加費】大人1,200円、学生（中学生以上）800

円、小学生以下無料
� 【会場参加】電話で申込
　 【配信参加】申込フォームかメールで申込
　　　　　　 締切：7月13日（日）
京都小さな生命を考える懇談会
� 090-8752-8852
� kyoto.embryo@gmail.com

配信申込先 メール

伏見区

第33回  いのちの講演会

赤ちゃんが咲（わら）う京都へ

下京区

思いを聴く
～当事者・当事者家族の思い～

kyotoこころつながるプロジェクト

【テーマ】 統合失調症当事者
【ゲスト】 湊 高広 氏（右京区・就労支援センター とも）
【ファシリテーター】浜内 彩乃 氏（精神保健福祉士）
【内容】当事者家族の抱える思いを聴き、人とのつながりにつ

いて考えるきっかけにします。

� 7月18日（金）　18：00～19：30 
� ひと・まち交流館 京都　3階　第4・5会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� 興味・関心のある人　� 無料　� 40名（先着順）
� 申込フォームか電話で申込
　 （要 ①氏名 ②電話番号 ③あなたのお立場
　 ④所属 ⑤ゲストへの質問）
京都市福祉ボランティアセンター
� 075-354-8735 FAX：075-354-8738
� v.info@hitomachi-kyoto.jp

申込先

下京区

情報発信のコツ講座
今より伝わるチラシの作り方

参加したい！と思わせる広報のために

　広報にお悩みを抱える団体等を対象とした、見る人に
情報が伝わるチラシ作成のポイントを基礎から学べる講座
です。載せるべき情報を整理して、よりわかりやすいチラ
シの作成を目指します。
【講師】山中 美知世 氏
　　　 （NPO法人やさしいデザイン）

� 7月28日（月）　13：30～15：30 
� ひと・まち交流館 京都　3階　第 5会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� ボランティアグループ等で活動している人
 � 無料
� 申込フォームか電話で申込
　 （要 ①氏名 ②メールアドレス ③電話番号 ④所属）
京都市福祉ボランティアセンター
� 075-354-8735 FAX：075-354-8738
� v.info@hitomachi-kyoto.jp

申込先

7アイコン説明… � 日時　� 場所　� アクセス方法　� 対象　� 費用　� 定員　� 申込方法　� 備考



〒600-8127　京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町通五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」3階

〈設置〉京都市
〈運営〉社会福祉法人京都市社会福祉協議会

TEL 075-354-8735　FAX 075-354-8738　� v.info@hitomachi-kyoto.jp
� https://v.hitomachi-kyoto.jp/

編集・発行／京都市福祉ボランティアセンター

京都市福祉ボランティアセンター

【交通機関】 ● 京都市バス4 ・ 7 ・ 205号系統「河原町正面」停留所下車
 ● 京都市営地下鉄烏丸線「五条」下車、5番出口より徒歩約10分
 ● 京阪電車「清水五条」下車、1番出口より徒歩約8分
 ● 立体駐車場　最初の1時間410円、以後30分ごとに200円
 　(混雑が予想されますので、できる限り公共交通機関をご利用ください) 
【開所日時】 ● 月～土 ： 9：00～21：00　● 日・祝：9：00～17：00
 ● 休館日 ： 第3火曜日(祝日にあたる時は翌日)、年末年始

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。2

　　Facebook
京都市福祉ボランティアセンター

　　X（旧Twitter）
@kyoto_vora

ホーム
ページ

京都市社会福祉協議会は、
KESステップ2を取得し、環境
負荷低減につとめています。

ひと・まち
交流館 京都3階 

JR 京都駅

　　Instagram
@kyotocityvinfo

下京区

助成金活用セミナー

助成金で活動を活性化させよう

①助成金を知ろう！
　これから助成金に挑戦したい団体を対象に助成金の基本
を学び、実際に申請書を作成するワークを行います。 ②の
講座にもつながる内容です。
日時：8月23日（土）　13：30～15：30
講師：土坂 のり子 氏
　　 （市民活動総合センター 副センター長）

②助成財団と会おう！ 話そう！　
　助成プログラムに込めた思いや特徴、申請書の審査にお
いて大切なポイントなどをお話しいただきます。財団と直接
交流できるチャンスです。
日時：8月30日（土）　13：30～16：00
【参加財団】
● 公益財団法人 さわやか福祉財団
　分野：地域の助け合い活動
その他、環境、福祉活動分野で調整中。

� ひと・まち交流館 京都　3階　第4会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� 助成金に挑戦したいボランティアグループ、
　 NPO法人等
 �  無料

� 各30名
� 申込フォームで申込
京都市福祉ボランティアセンター
� 075-354-8735
� v.info@hitomachi-kyoto.jp
京都市市民活動総合センター
� 075-354-8721
� shimisen@hitomachi-kyoto.jp

申込先

京都市福祉
ボランティアセンター

京都市市民活動
総合センター

　誰もが安心してくらせる地域社会づくりの推進を図
ることを目的に社会貢献活動を実践する団体に対し、
社会貢献活動助成金を交付します。
【対象団体】地域課題や社会的課題の解決を目的に、不
特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目
指して、自発的な活動に取り組む団体（その他要件有）
【助成金額】上限30万円（予定）
【応募期間】7月14日（月）～8月29日（金）
※対象団体の詳細や申請方法等、7月14日
　以降にホームページをご確認ください。
京都生活協同組合
� 075-672-6304（平日9：30～17：00）
� nakanishi-youko@kyoto.co-op.jp
� https://kyoto.coop

ホームページ

メール

助成金情報

2025年度京都生協社会貢献活動助成金

下京区

情報発信のコツ講座
今より使えるインスタグラム

見るだけを卒業して発信しよう

　インスタグラムのお悩みを抱えるボランティアグループ
等を対象に、投稿の基本的なポイントからどう運用してい
ったらいいかを基礎から学びます。
※インスタグラムアプリの操作を学ぶ講座ではありません。
【講師】 山中 美知世 氏（NPO法人やさしいデザイン）

� 9月26日（金）　13：30～15：30 
� ひと・まち交流館 京都　3階　第 5会議室
� 市バス4・7・205「河原町正面」下車すぐ、 京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� インスタグラムのアカウントを持っているボランティア
団体・施設等で活動している人

 � 無料
� 申込フォームか電話で申込（要 ①氏名 ②メールアドレス 

③電話番号 ④所属 ⑤インスタグラムのアカウント名）
京都市福祉ボランティアセンター
� 075-354-8735 FAX：075-354-8738
� v.info@hitomachi-kyoto.jp

申込先


